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分担研究報告書 

 

性差にもとづく更年期障害の解明と両立支援開発の研究 

 

 研究分担者 甲賀かをり 東京大学医学部附属病院 病院診療医 

  

 

（研究要旨） 

更年期障害にはホルモン環境のほか、人種、文化、居住地域、社会環境、生活環境、性格的

要因などが影響を及ぼすことが知られている。本研究では職と更年期障害の関連性に着目

し、更年期障害の発症や症状に影響を与える要因を特定することを目的とする。得られた

結果をもとに労働環境の改善を図り、更年期障害と職の両立が可能な社会の樹立を目指す。 

 

Ａ.研究目的 

更年期障害にはホルモン環境のほか、人種、

文化、居住地域、社会環境、生活環境、性格

的要因などが影響を及ぼすことが知られて

いる。本研究では職と更年期障害の関連性

に着目し、更年期障害の発症や症状の種類

および強さに影響を与える要因を特定する

ことを目的とする。 

 

Ｂ.研究方法 

 職と更年期障害の関連について文献的考

察を行い、更年期症状に影響を及ぼし得る

要因について候補を絞り込む。これをもと

に患者を対象としたアンケート調査を行い、

得られた結果から職場環境の改善を含めた

よりよいサポート体制の構築を目指す。な

お、アンケート調査は医療機関を受診する

までのプロセスに着目したものと、受診し

た後の治療法や治療効果に着目したものに

ついて作成予定である。 

Ｃ.研究結果 

 令和 4 年度は文献的考察を中心に行なっ

た。職と更年期障害に関する文献（欧文９

報、和文２報）について検討した結果、職と

精神症状の関連性が強い、管理職と非管理

職でストレスの種類が異なる、職場の温度

調節が可能だと更年期症状が軽減するなど

の情報が得られた。 

 

Ｄ.考察 

 一連の文献的考察から、職と更年期障害

の間にはなんらかの関連性があることが判

明した。全体として、1.都市部での職業では

更年期症状が強く、2.ストレスが高まると

更年期症状が強くなり、3.職場の過ごしや

すさやサポート体制が更年期症状を軽減す

る可能性が示唆された。一方、文献間での乖

離も大きく、現状として具体的なサポート

体制を構築するほどの情報は得られていな

い。今後、大規模かつ包括的な調査を行うこ

とで、より詳細な検討を行うことが求めら

れる。 
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Ｅ.結論 

 文献的考察により職と更年期障害の関連

性に関する情報が得られた。最終目標を実

現するためには、本結果をもとにしたより

詳細な調査が必要と考えられた。 

 

Ｆ.研究発表 

1. 論文発表 なし 

2. 学会発表等 なし 

 

Ｇ.知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

1. 特許取得 該当なし 

2. 実用新案登録 該当なし 

3. その他 該当なし 


